
24 市民の意見  NO.145　2014/8/1

今
年
4
月
28
日
、
オ
バ
マ
米
大
統
領
の
ア
ジ
ア

4
ヵ
国
の
最
後
の
訪
問
地
と
な
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
、

「
ウ
ェ
ル
カ
ム
！
」
と
「
軍
隊
を
も
っ
て
く
る
な
！
」

と
書
か
れ
た
2
種
類
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
も
つ
群
衆
が

首
都
マ
ニ
ラ
の
街
頭
を
埋
め
た
。

「
オ
バ
マ
・
デ
ー
」
と
政
府
関
係
者
が
名
づ
け
た

米
大
統
領
の
わ
ず
か
一
日
の
滞
在
中
に
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
政
府
と
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
会
談
に
先
立
っ
て
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
米
軍
拡
大
を
可
能
に
す
る
新
軍
事

協
定
に
調
印
し
た
。

こ
の
新
協
定
に
よ
っ
て
米
軍
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
軍

の
基
地
内
に
独
自
の
施
設
を
建
設
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
航
空
機
や
戦
艦
の
巡
回
を
飛
躍
的
に
拡
大
で
き

る
。
そ
の
候
補
地
は
、
す
で
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
全
国

5
ヵ
所
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
ア
ジ
ア
最

大
規
模
と
言
わ

れ
た
、
ル
ソ
ン

島
中
央
部
の
ク

ラ
ー
ク
空
軍
基

地
、
同
じ
く
ル

ソ
ン
島
西
部
の

ス
ー
ビ
ッ
ク
海

軍
基
地
に
加
え
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
で

は
最
後
の
サ
ン
ゴ
礁
の
聖
地
と
言
わ
れ
る
パ
ラ
ワ
ン

島
に
2
ヵ
所
、
さ
ら
に
台
湾
に
最
も
近
い
最
北
端
の

島
バ
タ
ネ
ス
島
に
今
後
米
軍
が
駐
留
す
る
こ
と
に
な

る
。
昨
今
、
南
シ
ナ
海
へ
の
進
出
を
強
め
る
中
国
と

い
う
仮
想
敵
を
想
定
し
、
会
談
で
両
国
政
府
は
「
ア

ジ
ア
の
安
全
保
障
を
強
化
」
す
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
憲
法
は
外
国
軍
の
駐
留
を
禁
じ
て

い
る
。
地
元
の
各
紙
は
「
新
協
定
は
憲
法
を
考
慮
し

て
か
、
施
設
は
恒
久
化
し
な
い
。
協
定
の
有
効
期
間

は
10
年
間
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
更
新
も
可
能
で

あ
り
、
核
の
持
ち
込
み
も
禁
じ
て
い
る
が
、
す
で
に

過
去
の
経
験
か
ら
そ
の
補
償
も
ま
ま
な
ら
な
い
」
と

今
後
の
展
開
を
懸
念
し
て
い
る
。

22
年
前
の
基
地
撤
廃
以
後
も
続
い
て
い
た　
　

米
軍
事
支
配

か
つ
て
、
ク
ラ
ー
ク
と
ス
ー
ビ
ッ
ク
両
地
区
は
、

１
９
９
２
年
ま
で
米
軍
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
の
要

石
と
し
て
巨
大
な
米
軍
基
地
が
存
在
し
、
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
時
代
は
米
軍
の
出
撃
拠
点
と
な
っ
て
い
た
。

１
９
７
０
年
代
か
ら
続
い
た
マ
ル
コ
ス
独
裁
体
制
の

下
で
、
米
国
の
支
配
に
反
対
し
、
民
族
・
民
主
主
義

を
求
め
る
し
ぶ
と
い
闘
い
を
続
け
て
き
た
民
衆
運
動

の
う
ね
り
が
高
ま
り
、
冷
戦
終
結
後
の
１
９
９
２
年
、

比
米
友
好
協
力
安
全

保
障
条
約
を
当
時
の

上
院
が
拒
否
。
結
果
、

50
年
に
及
ぶ
ア
ジ
ア

最
大
の
米
軍
基
地
は

撤
去
さ
れ
た
。
最
後
の

米
軍
の
艦
隊
が
ス
ー

ビ
ッ
ク
海
軍
基
地
を

後
に
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
星
条
旗
が
降
ろ
さ
れ
た

光
景
は
、闘
争
の
勝
利
の
象
徴
、と
誰
も
が
喜
び
あ
っ

た
瞬
間
だ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
で
米
軍
の
軍
事
支
配
が
終
わ
っ
た

わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

今
回
の
新
協
定
を
め
ぐ
る
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
は
、

こ
ぞ
っ
て
「
22
年
ぶ
り
に
米
軍
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
駐

留
」
と
報
道
し
た
が
、
１
９
９
２
年
の
基
地
撤
去
後

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
米
軍
の
支
配
は
継
続
さ
れ
た
。

基
地
撤
去
の
翌
年
に
は
、
当
時
の
ラ
モ
ス
大
統
領

と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
協
定
に
よ
り
、「
修
理
と
燃

料
補
給
」
の
た
め
、
数
隻
の
米
軍
艦
が
ス
ー
ビ
ッ
ク

港
へ
寄
港
し
た
。
そ
の
後
も
既
成
事
実
と
米
国
の
圧

力
は
続
き
、
１
９
９
９
年
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
悪
名

高
い
「
訪
問
協
定
（
Ｖ
Ｆ
Ａ
）」
と
い
う
名
の
地
位
協

定
が
結
ば
れ
た
。
当
時
の
米
大
統
領
は
ク
リ
ン
ト
ン
。

地
位
協
定
は
条
約
で
は
な
い
た
め
、
行
政
的
取
り
決

め
と
さ
れ
、
議
会
の
同
意
は
必
要
と
さ
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
協
定
に
は
、「
米
国
の
軍
事
物
資
と
設
備
機
材

の
非
課
税
で
の
持
ち
込
み
、
米
国
人
員
の
出
入
国
の

際
の
旅
券
と
査
証
の
免
除
、
さ
ら
に
米
軍
の
車
両
・

船
舶
・
航
空
機
の
入
国
に
関
し
て
は
す
べ
て
無
料
」、

ア
メ
リ
カ
の
敵
は

必
ず
し
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
敵
で
は
な
い

―
米
国
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
新
軍
事
協
定
調
印
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そ
し
て
「
任
務
遂
行
中
も
し
く
は
移
動
中
の
米
兵
を

刑
法
上
の
司
法
権
か
ら
除
外
す
る
」
と
い
う
条
項
ま

で
つ
い
た
。
そ
れ
以
後
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
全
国
の
22
の

港
に
米
軍
の
艦
船
が
い
つ
で
も
寄
港
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

そ
し
て
２
０
０
１
年
、
米
国
で
世
界
貿
易
セ
ン

タ
ー
と
ペ
ン
タ
ゴ
ン
が
攻
撃
さ
れ
る
9
・
11
が
起

こ
っ
た
。
当
時
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領

が
仕
掛
け
た
反
テ
ロ
戦
争
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ア
ロ

ヨ
政
権
は
諸
手
を
上
げ
て
「
ア
メ
リ
カ
支
援
」
を
宣

言
。
当
時
か
ら
南
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
の

サ
ン
ボ
ア
ン
ガ
州
や
バ
シ
ラ
ン
島
で
身
代
金
を
目
的

に
「
盗
賊
」
ま
が
い
の
活
動
を
し
て
い
た
「
ア
ブ
サ

ヤ
フ
」
と
い
う
わ
ず
か
１
０
０
人
余
り
の
イ
ス
ラ

ム
系
集
団
を
、
ペ
ン
タ
ゴ
ン
は
「
ア
ル
カ
イ
ー
ダ

と
関
係
を
も
つ
テ
ロ
集
団
」
と
規
定
。
ま
も
な
く
、

６
６
０
人
の
米
軍
と
６
０
０
０
人
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
軍

が
参
加
す
る
米
比
合
同
演
習
「
バ
リ
カ
タ
ン
（
肩
を

組
む
、と
い
う
意
味
）
作
戦
」
が
そ
の
後
数
年
に
わ
た
っ

て
、
人
口
わ
ず
か
30
万
人
の
バ
シ
ラ
ン
島
を
中
心
に

展
開
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

２
０
０
１
年
来
、
６
０
０

名
規
模
で
南
部
フ
ィ
リ
ピ
ン

に
常
時
駐
留
し
て
き
た
米
軍

は
、
海
兵
遠
征
部
隊
と
米
陸

軍
特
殊
部
隊
（
グ
リ
ー
ン
ベ

レ
ー
）。
し
か
し
、
不
思
議

な
こ
と
に
、
13
年
た
っ
た
今

も「
ア
ブ
サ
ヤ
フ
」は「
健
在
」

で
活
動
し
て
い
る
。
莫
大
な

戦
費
を
投
じ
た
こ
の
「
バ
リ
カ
タ
ン
」
は
何
の
た
め

の
作
戦
だ
っ
た
の
か
、
軍
事
同
盟
と
軍
事
費
を
正
当

化
す
る
た
め
の
罠
だ
っ
た
の
か
、
と
多
く
の
平
和
活

動
家
た
ち
は
、
そ
の
陰
謀
を
暴
露
し
て
い
る
。（
筆
者

は
２
０
０
２
年
、
こ
の
軍
事
演
習
で
人
権
侵
害
さ
れ
た
島
民

の
実
態
を
調
査
す
る
国
際
ピ
ー
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
た
。

詳
細
は「
季
刊
ピ
ー
プ
ル
ズ・プ
ラ
ン
18
号
」を
参
照
下
さ
い
）

私
た
ち
は
米
国
の
戦
争
を
引
き
受
け
な
い
！

長
年
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
反
基
地
市
民
連
合
を
主
催

す
る
コ
ラ
ソ
ン
・
フ
ァ
ブ
ロ
ス
さ
ん
は
、
こ
う
語
っ

て
い
る
。

「
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
独
立
後
も
、
朝
鮮
戦
争
、
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
と
米
国
の
出
撃
拠
点
お
よ
び
前
方
展
開
基

地
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
。
米
国
の
対
ア
ジ
ア
外
交

政
策
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
外
交
政
策
と
な
っ
た
。
私
た

ち
は
、
米
国
の
手
先
、
飼
い
主
の
命
令
を
待
つ
飼
い

犬
だ
っ
た
。
自
由
と
平
和
を
求
め
る
民
衆
は
、
こ
の

従
属
を
終
わ
ら
せ
る
べ
く
懸
命
に
闘
っ
た
。
米
国
の

対
イ
ラ
ク
戦
争
が
起
こ
っ
た
時
、
あ
の
戦
争
が
自
分

た
ち
に
ど
う
影
響
す
る
か
あ
れ
こ
れ
思
い
を
巡
ら
せ

た
。
イ
ラ
ク
攻
撃
を
選
ん
だ
の
は
、
私
た
ち
で
は
な

く
あ
の
戦
争
も
私
た
ち
の
戦
争
で
は
な
か
っ
た
。
米

軍
基
地
が
戻
っ
て
く
れ
ば
、
私
た
ち
は
攻
撃
を
引
き

つ
け
る
磁
石
に
な
る
わ
け
だ
」

軍
事
問
題
専
門
家
で
反
基
地
・
平
和
運
動
の
代
表

的
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
、
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
シ
ン
ブ
ラ
ン
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
教
授
は
、
今
回
の
新
協
定
を
め

ぐ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
大
学
の
青
年
た

ち
に
発
し
て
い
る
。

「
北
朝
鮮
も
イ
ラ
ク
も
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
正
式
な

外
交
関
係
を
持
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
中
国
に
対
し

て
も
だ
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
よ
う
な
海
洋
国
家
は
常
に

領
土
問
題
を
隣
国
と
抱
え
て
き
た
が
、
そ
の
た
び
に

独
自
の
外
交
と
交
渉
で
解
決
し
て
き
た
。
な
ぜ
、
そ

れ
に
米
国
が
ま
た
介
入
し
て
く
る
の
か
。
米
国
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
基
地
を
利
用
し
、
こ
の
地
域
で
の
軍

事
的
存
在
感
を
見
せ
つ
け
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
中
東

に
偏
り
過
ぎ
た
外
交
姿
勢
を
変
更
し
、
ア
ジ
ア
重
視

の
外
交
を
標
榜
し
て
い
る
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
主
権
を
尊
重
し
た
、
軍
事
に
た
よ
ら

な
い
外
交
を
政
府
に
求
め
よ
う
。
米
国
の
敵
は
必
ず

し
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
敵
で
は
な
い
。
毎
年
、
膨
大

な
軍
事
費
が
国
家
予
算
か
ら
捻
出
さ
れ
て
い
る
が
、

今
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
に
と
っ
て
先
決
の
問
題
は
、
農

地
改
革
で
あ
り
、
雇
用
問
題
で
あ
り
、
人
々
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
で
あ
る
」

集
団
的
自
衛
権
、
秘
密
保
護
法
、
沖
縄
を
始
め
と

す
る
米
軍
基
地
…
…
日
本
の
戦
後
レ
ジ
ー
ム
の
転
換

が
次
々
に
起
こ
る
事
態
の
な
か
で
、
私
た
ち
を
取
り

巻
く
問
題
を
ど
の
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
大
、
世
界
大
で

と
も
に
考
え
、
行
動
を
共
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
か
？

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
は
決
し
て
対

岸
の
火
事
で
は
な
い
。

（
お
お
は
し
・
せ
い
こ
／
ピ
ー
プ
ル
ズ
・
プ
ラ
ン
研
究
所
運

営
委
員
、
元
フ
ィ
リ
ピ
ン
在
住
、
写
真
提
供
：
筆
者
）
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